
≪外来リハビリテーション実施の流れ≫ 

 

① 外来リハビリテーションを希望される場合 

 

 

 

 

 

 

② 医師による診察、リハビリの処方 

 

 

 

 

③ リハビリテーション開始、初期評価 

 

 

 

 

 

④ 2 回目以降 

 

 

 

 

 

 

⑤ リハビリテーション終了 

 

 

 

 

≪料金について≫ 

 費用（1単位 20分） 自己負担割合（3割） 自己負担割合（1割） 

脳血管疾患リハビリテーション料（１） 2450 円 735 円 245 円 

運動器疾患リハビリテーション料（１） 1850 円 555 円 185 円 

廃用症候群リハビリテーション料（１） 1800 円 540 円 180 円 

※ 料金は 1単位 20分のリハビリテーションを行った場合のものです。 

※ 当院では、原則 1回 40 分の個別リハビリテーションを実施しております。 

※ 一般は 3割負担、高齢者は所得に応じて 1割～3割負担で算出しております。 

※ 上記料金の他に診察料・リハビリテーション計画評価料などが別途かかります。 

当院入院の方で外来リハビリテーションのご希望がある場合や、担当スタッフが退院後に外来でのリハビリテーションが必要

と考えた場合は、担当スタッフから主治医へ相談します。外来リハビリテーションを実施する場合、退院時に外来リハビリテ

ーション担当者と外来受診の日時を調整しますので、退院後に外来受診をお願いします。 

医師が外来リハビリテーションの必要性を検討し、『リハビリテーションの必要あり』と判断した場合は、個々に必要なリハビ

リテーションを主治医が選択し処方します。 

 

外来リハビリテーション担当者が、身体機能や日常生活の様子について評価を行い、個々に対応したリハビリテーションを

計画します。 

治療時間・通院頻度を一緒に相談の上決定していきます。 

 

予約日には予約時間の 15～20 分前に受付にお越しください。当日、予約の時間に間に合わない場合は、リハビリテ

ーションの時間が少なくなりますのでご了承ください。 

外来リハビリが長期にわたる場合は 1 か月ごとに再評価をおこない、リハビリテーションの目標や終了の時期、通院頻度

を再検討します。 

 

リハビリテーションが終了となる場合は、必要に応じて在宅で生活するうえでの留意点や自主トレーニングをご提案しま

す。引き継ぐ施設・機関がある場合は、スムースに移行できるよう情報提供いたします。 

 


